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綾
瀬
市
立
中
央
公
民
館
は
、
障
が
い
者
へ
の
生

涯
学
習
支
援
が
評
価
さ
れ
、
文
部
科
学
省
に
よ
る

令
和
５
年
度
の
優
良
公
民
館
表
彰
に
お
い
て
優

秀
館
に
選
出
さ
れ
た
。

　
社
会
的
包
摂
の
実
現
に
取
り
組
む
と
い
う
運

営
方
針
の
下
、
聴
覚
障
が
い
者
も
同
時
に
情
報
が

得
ら
れ
る
体
制
を
整
備
し
た
講
演
会
、
発
達
障
が

い
児
を
対
象
と
し
た
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
障
が
い
者
へ
の
学
習
機
会

の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
サ
ー
ク
ル
の
設

立
、
手
話
サ
ー
ク
ル
へ
の
加
入
者
増
加
な
ど
、
交

流
や
活
動
の
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

踏
ま
え
て
講
座
等
を

企
画
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
三
条
市
で

も
障
が
い
者
の
ニ
ー

ズ
を
調
査
し
、
気
軽

に
参
加
で
き
る
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
た
。

　
豊
橋
市
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
セ
ン
タ
ー
の

運
営
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
い
っ
た

大
規
模
事
業
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
補
助
事
業
の
実
施
と
い
っ

た
普
及
啓
発
事
業
ま
で
、
多
角
的
に
取
り
組
み
を

展
開
し
て
お
り
、
令
和
３
年
11
月
に
は
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
っ
た
。

　
い
か
に
し
て
市
民
の
行
動
変
容
に
つ
な
げ
る

か
が
課
題
と
の
こ
と
で
、
身
近
な
問
題
で
あ
る
熱

中
症
対
策
を
切
り
口
に
気
候
変
動
へ
の
理
解
を

促
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
脱
炭
素
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
職
員
が
市
民

に
向
け
て
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
に
よ
り
、
意
識

の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
三
条
市
で
も
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
を
行
う
か
は
別

と
し
て
、
気
候
変
動

の
影
響
が
深
刻
化
し

て
い
る
今
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け

た
啓
発
は
推
進
す
べ

き
だ
と
感
じ
た
。

　
白
浜
町
は
政
府
や
和
歌
山
県
、
大
手
企
業
の
協

力
を
得
て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
し
た
サ
テ

ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
誘

致
を
行
っ
て
い
る
。
情
報
技
術
の
普
及
に
よ
っ
て

テ
レ
ワ
ー
ク
の
範
囲
が
広
が
っ
た
上
、
南
紀
白
浜

空
港
か
ら
首
都
圏
を
簡
単
に
往
復
で
き
る
立
地

を
生
か
し
て
い
る
。

　
近
年
は
、
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
の
進
出
か
ら
多
く
の

企
業
が
誘
致
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
観
光
業
の
稼

働
率
に
も
良
い
影
響
が
出
て
お
り
、
南
紀
白
浜
の

観
光
資
源
を
大
い
に
活
用
し
た
戦
略
が
功
を
奏

し
て
い
る
。

　
最
終
目
的
は
移
住

者
の
獲
得
の
よ
う
だ

が
、
全
国
的
な
人
口

減
少
が
足
を
引
っ
張

っ
て
い
る
。
目
的
達

成
に
向
け
て
ど
こ
ま

で
振
り
切
れ
る
か
は

今
後
の
政
策
に
懸
か

っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
み
な
べ
・
田
辺
地
域
は
、
日
本
一
の
梅
の
生
産

地
。
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
は
、
養
分
に

乏
し
く
崩
れ
や
す
い
斜
面
を
活
用
し
な
が
ら
高

品
質
な
梅
を
持
続
的
に
生
産
し
て
き
た
農
業
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
、
平
成
27
年
に
世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
生
産
者
や
各
種
団
体
、
専
門
家
が
連
携
し
、
南

高
梅
を
日
本
一
の
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
育
て

る
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
農
業
遺
産
と
し

て
観
光
資
源
に
ま
で

発
展
さ
せ
て
い
る
地

域
力
は
素
晴
ら
し
い
。

　
し
か
し
、
生
産
者

の
減
少
や
、
気
候
変

動
に
よ
る
収
量
へ
の
影
響
が
懸
案
事
項
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、
南
高
梅
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
す
る
た

め
に
各
業
界
が
目
標
を
一
つ
に
取
り
組
ん
で
い

る
偉
大
な
産
地
は
、
複
合
経
営
に
磨
き
を
か
け
、

世
界
農
業
遺
産
を
守
っ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
と
感

じ
ら
れ
た
。

　
和
歌
山
市
は
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
中
、
ま
ち
な
か
へ
の
大
学
誘
致
や

公
共
施
設
の
再
編
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

（
ま
ち
な
か
の
再
生
を
前
提
と
し
た
創
業
塾
）
な

ど
を
実
施
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
が
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
ま
ち
な

か
の
再
開
発
を
主
導
し
て
お
り
、
ま
ち
な
か
の
子

育
て
世
帯
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
路
線
価
も
上

昇
傾
向
で
あ
る
な
ど
、
取
り
組
み
の
成
果
が
現
れ

て
い
る
。
再
開
発
に
は
民
間
資
本
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
が
、
現
代
に
お
い
て
も
ま
ち
は
政
策
で

活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
希
望

が
持
て
た
。

　
中
心
市
街
地
は
ま

ち
の
歴
史
そ
の
も
の
。

市
民
と
職
員
の
志
が

伴
え
ば
ま
ち
は
必
ず

生
き
返
る
。
反
省
と

勇
気
の
入
り
混
じ
る

良
い
研
修
だ
っ
た
。

　
上
尾
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
交
流
を
通
じ
て

多
様
性
を
認
め
合
い
、
豊
か
な
人
間
性
が
育
ま
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
５
年
４
月
１
日

に
、
保
育
所
・
発
達
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
・
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設
で
あ
る
「
Ａ
Ｇ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
」
を
開
設
し
た
。
複
合
化
に
よ
り
、

保
育
所
で
は
低
年
齢
児
の
受
入
枠
を
拡
大
し
、
発

達
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
気
付
き
か
ら
専
門
的
な
療
育
ま

で
、
同
一
施
設
内
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
支
援

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
当
施
設
は
、
リ
ハ
ビ
リ
室
な
ど
充
実
し
た
設
備

が
整
い
、
施
設
全
体

を
エ
リ
ア
ご
と
に
区

切
ら
ず
に
一
体
感
の

あ
る
造
り
と
な
っ
て

い
た
。
園
庭
に
は
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

切
れ
目
の
な
い
発
達

支
援
に
加
え
、
保
育

所
と
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
保
育
の
充
実
も
大
変
印
象
的
で
あ
っ

た
。

　
常
総
市
は
、
公
民
連
携
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
践
に
特
化
し
た
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
に
、
全
国
で
初
め
て
の
試
み
と
な
る
ト
ラ
イ
ア

ル
・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
民
間
提
案
制
度
、
保
育
所
と
小
学
校
の
複
合
化

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
は
、
安

心
、
安
全
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
提
供
し

続
け
る
た
め
、
ど
の
自
治
体
に
お
い
て
も
避
け
て

通
る
こ
と
が
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
人
口
は
今

後
も
減
り
続
け
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
予
測
さ

れ
る
。
人
口
の
構
成
が
変
わ
る
と
公
共
施
設
の
使

わ
れ
方
や
ニ
ー
ズ
も
変
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
公
民
連
携
手

法
を
積
極
的
に
活
用

す
る
常
総
市
の
取
り

組
み
を
参
考
に
、
当

市
の
公
共
施
設
の
在

り
方
や
管
理
、
活
用

方
法
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
福
生
市
教
育
委
員
会
で
は
、
不
登
校
の
生
徒
が

社
会
的
に
自
立
で
き
る
力
を
育
ん
で
い
く
た
め

に
、
当
該
生
徒
の
状
況
に
合
っ
た
独
自
の
教
育
課

程
を
編
成
し
て
い
く
新
た
な
学
び
の
場
と
し
て

福
生
第
一
中
学
校
７
組
を
設
置
し
て
い
る
。
当
教

室
は
、
文
部
科
学
省
認
可
の
学
び
の
多
様
化
学
校

の
分
教
室
型
で
あ
り
、
自
分
の
興
味
、
関
心
を
持

っ
た
こ
と
や
や
り
た
い
こ
と
に
時
間
を
か
け
ら

れ
る
独
自
の
時
間
割
で
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に

あ
り
、
こ
の
状
況
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
不
登

校
児
童
生
徒
の
さ
ら
な
る
増
加
を
見
据
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
一
人
一
人
に

合
わ
せ
た
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

た
。
加
え
て
、
不
登
校
と
な
る
児
童
生
徒
を
生
ま

な
い
、
安
心
し
て
楽
し
く
通
え
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
も
同
時
に
実
感
し

た
。

　
三
鷹
市
福
祉
L
a
b
o
ど
ん
ぐ
り
山
は
、
在
宅

医
療
・
介
護
の
推
進
拠
点
と
し
て
令
和
５
年
12
月

に
開
設
さ
れ
、
在
宅
生
活
を
望
む
高
齢
者
と
そ
の

家
族
、
市
内
介
護
事
業
者
等
を
支
援
し
て
い
る
。

　
在
宅
医
療
・
介
護
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
首
都

圏
と
い
う
立
地
も
奏
功
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
、

大
学
等
と
の
連
携
の
下
、
新
し
い
技
術
を
活
用
し

た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
介
護
人
財
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
超
高
齢
社
会

に
求
め
ら
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
医
師
会

や
介
護
事
業
者
と
の
協
働
で
作
成
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
よ
る
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
生
活
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
宅
に
近
い

環
境
で
生
活
し
な
が
ら
在
宅
生
活
に
お
け
る
課

題
の
解
決
を
図
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

　
３
つ
の
セ
ン
タ
ー

が
同
居
し
て
い
る
こ

と
で
連
携
が
容
易
に

な
り
、
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
て
い
る
と
感

じ
た
。

◎
野
嵜 

久
雄
　
○
西
村 
邦
明
　
　
西
川 

重
則

　
岡
本 

康
佑
　
　
佐
藤 

和
雄
　
　
阿
部 

銀
次
郎

　
小
林 

　
誠
　
　
笹
川 

信
子

総
務
文
教
常
任
委
員
会

令
和
６
年
11
月
11
日
〜
11
月
13
日

子ども・子育て支援複合施設「AGECOCO」

常総市役所（議場）

福生市役所

豊橋市役所（議場）

三鷹市福祉Laboどんぐり山

綾瀬市役所

白浜町役場田辺市役所（議場）

和歌山市役所

交
流
を
通
じ
て
多
様
性
を
認
め
合
い
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
む

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
複
合
施
設

「
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
」に
つ
い
て

（
埼
玉
県
上
尾
市
）

◎
馬
場 

博
文
　
○
藤
家 

貴
之
　
　
山
田 

富
義

　
岡
田 

竜
一
　
　
内
山 

信
一
　
　
武
藤 

元
美

　
燕
　 

幸
男

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

令
和
６
年
10
月
30
日
〜
11
月
１
日

３
つ
の
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て

在
宅
生
活
を
望
む
高
齢
者
等
を
支
援

三
鷹
市
福
祉
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ど
ん
ぐ
り
山

に
つ
い
て（
東
京
都
三
鷹
市
）

◎
白
鳥 

　
賢
　
○
坂
井 

良
永
　
　
酒
井 

　
健

　
竹
山 

嘉
一
　
　
武
石 

栄
二
　
　
森
山
　 

昭

　
長
橋 

一
弘

経
済
建
設
常
任
委
員
会

令
和
６
年
11
月
13
日
〜
11
月
15
日

観
光
資
源
を
生
か
し
て
企
業
を
誘
致

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に

つ
い
て（
和
歌
山
県
白
浜
町
）

「
環
境
先
進
都
市 

と
よ
は
し
」を
目
指
し

て
多
角
的
に
取
り
組
み
を
展
開

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て（
愛
知
県
豊
橋
市
）

南
高
梅
を
世
界
に
発
信
す
る
地
域
力

み
な
べ・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

持
続
可
能
で
魅
力
あ
ふ
れ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

官
民
連
携
に
よ
る
稼
げ
る

空
間
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

多
様
な
障
が
い
に
対
応
し
た

公
民
館
事
業
を
実
施

公
民
館
に
お
け
る
障
が
い
者
へ
の

生
涯
学
習
支
援
に
つ
い
て

（
神
奈
川
県
綾
瀬
市
）

公
民
連
携
に
よ
り
、安
心・安
全
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組

み
に
つ
い
て（
茨
城
県
常
総
市
）

新
た
な
学
び
の
場
を
設
置
し
、

社
会
的
に
自
立
で
き
る
力
を
育
む

学
び
の
多
様
化
学
校
分
教
室

「
福
生
市
立
福
生
第
一
中
学
校
７
組
」に

つ
い
て（
東
京
都
福
生
市
）

ぎ
い
ん
見
聞
録

行
政
視
察
報
告

KEN
BUN

ROKU

★ インクルーシブ遊具　障がいの有無に関係なく、誰もが安心して利用できる遊具のこと豆ちしき★ ゼロカーボンシティ　ゼロカーボンシティとは、2050年に二酸化炭素を実質排出ゼロにすることを目指す旨を首長自らがまたは
　 地方自治体として公表した地方自治体のこと

豆ちしき

★ トライアル・サウンディング　市が保有する公共施設等を、利用したい民間事業者に一定期間実際に使用してもらう制度豆ちしき★ ワーケーション　ワーク（仕事）とバケーション（休暇）を組み合わせた造語で、休暇に向いたリゾート地の環境を楽しみながら、
　 仕事をすること

豆ちしき15 14




